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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録媒体に記録された前記画像データを消去する消去手段と、
　前記画像データの前記記録媒体への記録開始を指示する記録指示手段と、
　前記記録手段による前記画像データの記録停止を指示する停止指示手段と、
　前記記録媒体に記録された前記画像データの消去を指示する消去指示手段と、
　前記記録指示手段による記録開始指示に応じて前記記録媒体に対する前記画像データの
記録を実行し、前記停止指示手段による記録停止指示に応じて前記画像データの記録を停
止するよう前記記録手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記画像データの記録中における前記消去指示手段の消去指示に応じ
て、前記記録指示手段の記録開始指示から前記消去指示手段の消去指示までの間に前記記
録媒体に記録された前記画像データを消去するよう前記消去手段を制御すると共に、前記
消去指示以降に入力された画像データを記録するよう前記記録手段を制御することを特徴
とする記録装置。
【請求項２】
　前記記録手段は入力された前記画像データを一時記憶するメモリを有し、
　前記記録手段は、所定量の前記画像データが前記メモリに蓄積されるまで前記記録媒体
に対する前記画像データの記録を停止し、前記所定量の画像データが前記メモリに蓄積さ
れる度に前記メモリから前記画像データを読み出して前記記録媒体に記録し、
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　前記制御手段は、前記画像データの記録中に前記消去指示手段の消去指示があった場合
、前記記録手段が前記画像データを前記記録媒体に記録していない期間に、前記記録開始
指示から前記消去指示までの間に前記記録媒体に記録された前記画像データを消去するよ
う前記消去手段を制御することを特徴とする請求項１記載の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置に関し、特に、記録されたデータを消去可能な記録媒体に動画を記
録することができるカメラ一体型ＤＶＤレコーダー（ＤＶＤビデオカメラ）等の記録装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮影した画像データをＤＶＤ等のディスクに記録するビデオカメラ等の画像記録
再生装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この種の画像記録再生装置において、ディスクに記録された画像データを消去する場合
には、まず、記録された画像データのタイトルと代表画像のサムネイルとが一覧表示され
ている一覧画面を表示し、その中から消去したい画像データのサムネイルを選択して消去
を指示する必要がある。
【特許文献１】特開２００４－９５１６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の画像記録再生装置では、ディスクに記録された画像データを撮影
中に消去することができないため、撮影中にディスクの記録容量が少なくなってきた場合
には、撮影を一時中断し、ディスクに空き領域を作って記録容量を増大させるか、或いは
撮像に用いているディスクを画像データが記録されていない空きディスクに交換して、そ
の後、撮影を再開しなければならなかった。従って、撮影中にディスクの記録容量が少な
くなった場合は、ディスクの空き領域作成作業の増大や交換作業により撮影チャンスを逃
す可能性があった。
【０００５】
　本発明の目的は、撮影中にディスクの記録容量が少なくなった場合でも、撮影チャンス
を逃すことなく撮影を継続することができ、快適な撮影を行うことができる記録装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の記録装置は、入力された画像データを記録
媒体に記録する記録手段と、前記記録媒体に記録された前記画像データを消去する消去手
段と、前記画像データの前記記録媒体への記録開始を指示する記録指示手段と、前記記録
手段による前記画像データの記録停止を指示する停止指示手段と、前記記録媒体に記録さ
れた前記画像データの消去を指示する消去指示手段と、前記記録指示手段による記録開始
指示に応じて前記記録媒体に対する前記画像データの記録を実行し、前記停止指示手段に
よる記録停止指示に応じて前記画像データの記録を停止するよう前記記録手段を制御する
制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記画像データの記録中における前記消去指示手
段の消去指示に応じて、前記記録指示手段の記録開始指示から前記消去指示手段の消去指
示までの間に前記記録媒体に記録された前記画像データを消去するよう前記消去手段を制
御すると共に、前記消去指示以降に入力された画像データを記録するよう前記記録手段を
制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
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　本発明の記録装置によれば、記録手段が画像データを所定の倍速で記録媒体に記録する
ため、記憶手段が画像データを記憶媒体に記録しないときがあり、記録媒体に記録された
画像データの消去指示があった場合には、この記録手段が画像データを記録媒体に記録し
ていないときに、消去手段が記憶媒体に記録された画像データを消去するので、記録撮影
動作中に不要なコンテンツを同時に消去可能となるため、快適な撮影を行うことができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１７】
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る画像記録再生装置の概略構成を示すブロック図
である。
【００１８】
　図１に示すように、本実施の形態に係る画像記録再生装置としてのカメラ一体型ＤＶＤ
ビデオカメラ（以下、ビデオカメラと称する）１００は、撮像部１０１と、画像信号処理
回路１０２と、記録／再生データ処理回路１０３と、文字信号発生回路１０４と、パネル
映像フレームメモリ１０５と、表示部としての液晶パネル１０６と、ラインアウト映像フ
レームメモリ１０７と、ビデオ信号出力端子１０８と、画像データメモリ１０９と、ディ
スクデータバッファメモリ１１０と、システムコントローラ１１１と、操作スイッチ部１
１２と、記録媒体としてのＤＶＤディスク（以下、ディスクと称する）１１３とを備える
。
【００１９】
　ビデオカメラ１００において、撮像部１０１は、レンズ系や撮像素子（ＣＣＤ）等のカ
メラ部等から構成されており、レンズ系により撮像した被写体の被写体像をＣＣＤに結像
し、この結像した被写体像を電気画像信号に変換して画像信号処理回路１０２に出力する
。画像信号処理回路１０２は、入力された画像信号に所定の撮像処理を施して画像データ
に変換し、記録／再生データ処理回路１０３に出力する。
【００２０】
　記録／再生データ処理回路１０３は、画像信号処理回路１０２から出力された画像デー
タを画像データメモリ１０９に保存する保存処理や、画像データメモリ１０９に保存され
た画像データをディスク１１３に記録する画像データ記録処理や、ディスク１１３に記憶
されている画像データを読み出す読出処理や、ディスク１１３から読み出された画像デー
タを再生する再生処理や、液晶パネル１０６に撮像部１０１により撮像されている撮像画
像や再生処理によって画像データが再生された再生画像を表示するパネル表示処理や、外
部表示装置に撮像画像や再生画像を表示するためにビデオ信号出力端子１０８から画像デ
ータを出力するビデオ信号出力（外部表示）処理や、ディスク１１３に記憶されている画
像データを消去する後述するコンテンツ消去処理等の種々の処理を行う。
【００２１】
　文字信号発生回路１０４は、記録／再生データ処理回路１０３がパネル表示処理や外部
表示処理を行うために使用する画像表示用の文字信号を記録／再生データ処理回路１０３
に出力する。
【００２２】
　液晶パネル１０６は、上述のように記録／再生データ処理回路１０３のパネル表示処理
により撮像画像や再生画像を表示したり、各種設定をするための画像を表示したりする。
パネル表示フレームメモリ１０５は、液晶パネル１０６に画像を表示するために使用され
るメモリである。ビデオ信号端子１０８は、ビデオカメラ１００をテレビ等の外部表示装
置にケーブル等を介して接続可能にし、上述のように記録／再生データ処理回路１０３の
外部表示処理により接続された外部表示装置に撮像画像や再生画像の表示を可能にする。
ラインアウト映像フレームメモリ１０７は、ビデオ信号出力端子１０８を介して外部表示
装置に画像を表示するために使用されるメモリである。
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【００２３】
　画像データメモリ１０９は、バッファ１１４とバッファ１１５とを備えており、記録／
再生データ処理回路１０３が実行する保存処理において、画像信号処理回路１０２から出
力された画像データが一時的に保存される。
【００２４】
　ディスクデータバッファメモリ１１０は、記録／再生データ処理回路１０３が実行する
読出処理及び再生処理において、ディスク１１３から読み出した画像データを一時的に保
存する。
【００２５】
　操作スイッチ部１１２は、ビデオカメラ１００の操作部であり、START/STOPスイッチ１
１６と、記録キャンセルスイッチ１１７と、図示しない他のスイッチとを備えている。ST
ART/STOPスイッチ１１６は、撮像している被写体の画像データのディスク１１３への記録
の開始及び停止を指示するためのスイッチであり、記録キャンセルスイッチ１１７は、既
にディスク１１３に記録されている画像データの消去を指示するためのスイッチである。
操作スイッチ部１１２において、ユーザは各スイッチを操作することによりビデオカメラ
１００の各種の操作をすることができる。
【００２６】
　システムコントローラ１１１は、ユーザによる操作スイッチ部１１２の各スイッチの操
作に基づいて、ビデオカメラ１００の各部の動作を制御する。
【００２７】
　上述のように、ビデオカメラ１００では、撮像部１０１において、カメラ部によって撮
像される被写体像はレンズ系によりＣＣＤに結像されて電気画像信号に変換され、画像信
号処理回路１０２において、電気画像信号は所定の撮像処理が施されて画像データに変換
され、記録／再生データ処理回路１０３において、画像データが、保存処理により画像デ
ータメモリ１０９に保存されると共に、パネル表示処理や外部表示処理により液晶パネル
１０６やビデオ信号出力端子に夫々出力される。尚、ユーザは、操作スイッチ部１１２の
所定の操作により、記録／再生データ処理回路１０３が表示処理や外部表示処理を実行し
ないように設定することができる。
【００２８】
　以下、ビデオカメラ１００において実行されるディスク１１３へ画像データを記録する
処理、及び記録した画像データを消去する処理について説明する。
【００２９】
　図２は、ビデオカメラ１００において実行されるディスク１１３へ画像データを記録す
る処理及び記録した画像データを消去する処理の概略を示すタイムチャートである。
【００３０】
　図２に示すように、撮像中において、ユーザがSTART/STOPスイッチ１１６を押下すると
、システムコントローラ１１１の制御によって記録／再生データ処理回路１０３において
ディスク１１３へ画像データを記録する画像データ記録処理が実行される。
【００３１】
　具体的には、START/STOPスイッチ１１６が押下されると、まず、画像信号処理回路１０
２から入力されてくる画像データである入力画像データを、所定のデータ容量（ＣＭＢ）
毎に順次、画像データメモリ１０９のバッファ１１４及びバッファ１１５に交互に蓄積す
る。一方、バッファ１１４，１１５に所定容量の画像データが蓄積されると、この蓄積画
像データを順次バッファ１１４，１１５から交互に読み出してディスク１１３に所定の速
度（ｎ倍速）で記録する。
【００３２】
　即ち、図２に示すように、START/STOPスイッチ１１６が押下されると、画像信号処理回
路１０２からの入力画像データの内、最初の所定容量分の画像データＡをバッファ１１４
に蓄積する。画像データＡのバッファ１１４への蓄積が終了すると、入力画像データの内
画像データＡに続く所定容量分の画像データＢをバッファ１１５に蓄積すると共に、バッ
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ファ１１４に蓄積された画像データＡをｎ倍速でディスク１１３に記録する。
【００３３】
　次いで、画像データＢのバッファ１１５への蓄積が終了すると、入力画像データの内画
像データＢに続く所定容量分の画像データＣをバッファ１１４に蓄積すると共に、バッフ
ァ１１５に蓄積された画像データＢをｎ倍速でディスク１１３に記録する。画像データＣ
のバッファ１１４への蓄積が終了すると、入力画像データの内画像データＣに続く所定容
量分の画像データＤをバッファ１１５に蓄積すると共に、バッファ１１４に蓄積された画
像データＣをｎ倍速でディスク１１３に記録する。
【００３４】
　このように、画像データ記録処理において、入力画像データが所定容量毎に順次バッフ
ァ１１４，１１５に交互に蓄積されて、バッファ１１４，１１５への蓄積が終わる毎にバ
ッファ１１４，１１５から交互に画像データが読み出されてディスク１１３へ記録され、
この処理が繰り返される。これにより入力画像データがディスク１１３に記録される。
【００３５】
　また、上述の画像データ記録処理中に、START/STOPスイッチ１１６が再度押下されると
、画像データのディスク１１３への画像データ記録処理を停止する。
【００３６】
　上述のように、ディスク１１３への画像データの記録はｎ倍速で行われるので、バッフ
ァ１１４，１１５に蓄積された所定容量の画像データがディスク１１３に記録される時間
ｔｒは、入力画像データの内の所定容量の画像データ（画像データＡ，Ｂ，Ｃ等）がバッ
ファ１１４，１１５に蓄積される時間ｔｓsecの１／ｎの時間（ｔｒ＝ｔｓ／ｎ）となる
。従って、ディスク１１３への画像データ記録処理において、バッファ１１４，１１５に
蓄積された各所定容量の画像データに対するディスク１１３への実際の記録時間ｔｒはｔ
ｓ／ｎsecであり、残りの時間（ｔｓ（１－１／ｎ）sec）は、記録待機時間となる。
【００３７】
　例えば、バッファ１１４に蓄積された画像データＡの画像データ記録処理は、画像デー
タＡのバッファ１１４への蓄積終了後からｔｓ／ｎsecで行われ、画像データＢの画像デ
ータ記録処理は、画像データＢがバッファ１１５に蓄積された後、即ちｔｓsec後に行わ
れる。このように、画像データＡがディスク１１３に記録されてから画像データＢがディ
スク１１３に記録されるまでには、ｔｓ（１－１／ｎ）secの記録待機時間が生じる。
【００３８】
　また、ビデオカメラ１００において、ユーザは、画像データ記録処理中に記録キャンセ
ルスイッチ１１７を押下することにより、既にディスク１１３に記録されている画像デー
タ記録処理開始時以降の画像データを消去することができる。具体的には、画像データ記
録処理中にユーザが記録キャンセルスイッチ１１７を押下すると、システムコントローラ
１１１は既にディスク１１３に記録されているSTART/STOPスイッチ１１６押下時から記録
キャンセルスイッチ１１７押下時までの画像データである記録済コンテンツを消去するコ
ンテンツ消去処理を指示し、記録／再生データ処理回路１０３においてコンテンツ消去処
理が実行される。このコンテンツ消去処理は、上述のｔｓ（１－１／ｎ）secに亘る記録
待機時間を利用して実行される。このため、コンテンツ消去処理を実行されても画像デー
タ記録処理は実行される。
【００３９】
　以下、コンテンツ消去処理について具体的に説明する。
【００４０】
　図２に示すように、例えば、画像データＤをバッファ１１５に蓄積中に記録キャンセル
スイッチ１１７が押下された場合には、画像データＤのバッファ１１５への蓄積を途中で
中止し、記録キャンセルスイッチ１１７が押下された時である記録キャンセル指示時以降
の入力画像データに対して上述の画像データ記録処理を実行する。そして、記録キャンセ
ル指示時以降の入力画像データの内、最初の所定容量の画像データＤ´をバッファ１１４
に蓄積している間における記録待機時間中に、画像データ記録処理開始後から記録キャン
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セル指示時の直前までに記録された記録済コンテンツ、即ち、START/STOPスイッチ１１６
押下時から記録キャンセルスイッチ１１７押下時までにディスク１１３に記録された記録
済コンテンツである画像データＡ～Ｃをディスク１１３から消去し、記録待機時間経過後
にはバッファ１１４に蓄積された画像データＤ´をディスク１１３に記録し、以降通常の
画像データ記録処理を実行する。
【００４１】
　以下、ビデオカメラ１００において実行されるコンテンツ消去処理について説明する。
【００４２】
　図３は、システムコントローラ１１１で実行されるキー割り込み処理のフローチャート
であり、図４はシステムコントローラ１１１で実行される記録待機処理のフローチャート
である。このキー割り込み処理及び記録待機処理は、コンテンツ消去処理を構成する。
【００４３】
　キー割り込み処理では、図３に示すように、まず、記録キャンセルスイッチ１１７が押
下されたか否かを判別し（ステップＳ１）、記録キャンセルスイッチ１１７が押下されて
いない場合は本処理を終了する。一方、記録キャンセルスイッチ１１７が押下されている
場合は、記録キャンセルフラグをＯＮ状態に設定し（ステップＳ２）、本処理を終了する
。
【００４４】
　一方、記録待機処理では、図４に示すように、まず、記録キャンセルフラグがＯＮ状態
であるか否かを判別し（ステップＳ１１）、記録キャンセルフラグがＯＮ状態でない場合
は本処理を終了する。一方、記録キャンセルフラグがＯＮ状態である場合は、消去処理ル
ーチンをコールして消去処理を実行し（ステップＳ１２）、記録キャンセルフラグをＯＦ
Ｆ状態にして（ステップＳ１３）、本処理を終了する。
【００４５】
　上記ステップＳ１２における消去処理において、上述のようにステップＳ１１において
記録キャンセルフラグＯＮ状態であると判別された時（記録キャンセル指示時）の直後の
記録待機時間中に直前の記録済コンテンツをディスク１１３から消去する。また、このと
き、実行中の画像データ記録処理を中止し、記録キャンセル指示時以降の画像データ記録
処理の開始を指示する。
【００４６】
　上述のようにコンテンツ消去処理により、画像データ記録処理中に記録キャンセルスイ
ッチ１１７が押下されて記録キャンセル指示がなされると（ステップＳ１１でＹｅｓ）、
記録キャンセル指示時直後の記録待機時間中に消去処理がなされて、この画像データ記録
処理開始時から記録キャンセル指示時までの記録済コンテンツがディスク１１３から消去
され（ステップＳ１２）、一方、記録キャンセル指示時以降の入力画像データに対して画
像データ記録処理がなされるので、ディスク１１３には記録キャンセル指示時以降の入力
画像データが記録されることになる。
【００４７】
　上述のように、本実施の形態に係るビデオカメラ１００によれば、画像データ記録処理
中に記録キャンセルスイッチ１１７が押下されて記録キャンセル指示がなされると、コン
テンツ消去処理が実行され、記録キャンセル指示時直後の記録待機時間中において、この
画像データ記録処理開始時から記録キャンセル指示時までの記録済コンテンツがディスク
１１３から消去されると共に、記録キャンセル指示時以降の入力画像データがディスク１
１３に記録されるので、ユーザは記録キャンセルスイッチ１１７を押下することにより、
画像データ記録処理を継続しつつ、その直前までにディスク１１３に記録された画像デー
タを消去することができる。
【００４８】
　従って、撮影中にディスク１１３の記録容量が少なくなった場合でも、ユーザは、記録
キャンセルスイッチ１１７を押下して、その直前までにディスク１１３に記録された画像
データを消去することにより、ディスク１１３を交換することなく記録容量を確保するこ
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とができる。これにより、ユーザは撮影チャンスを逃すことなく撮影を継続することがで
き、もって快適な撮影を行うことができる。
【００４９】
　以下、本発明の第２の実施の形態に係る画像記録再生装置について説明する。本実施の
形態に係る画像記録再生装置は、上述の第１の実施の形態に係る画像記録再生装置とコン
テンツ消去処理のみが異なり、構成等は同一である。以下、第１の実施の形態に係る画像
記録再生装置と同じ構成部材には同一の符号を付して重複した説明を省略し、異なる部分
についてのみ説明する。
【００５０】
　以下、本実施の形態に係る画像記録再生装置としてのビデオカメラ１００において実行
されるコンテンツ消去処理について説明する。
【００５１】
　図５は、ビデオカメラ１００において実行されるディスク１１３へ画像データを記録す
る処理及び記録した画像データを消去する処理の概略を示すタイムチャートである。
【００５２】
　ビデオカメラ１００は、上述の第１の実施の形態に係るビデオカメラ１００と同様の画
像データ記録処理を実行するので、画像データ記録処理の説明は省略する。また、以降の
説明の便宜から、画像データ記録処理において、所定容量の入力画像データをバッファ１
１４又はバッファ１１５の一方に蓄積して、この蓄積した所定容量の画像データをディス
ク１１３に記録する処理を１回の記録サイクルと称する。
【００５３】
　以下、本実施の形態におけるコンテンツ消去処理について説明する。
【００５４】
　ビデオカメラ１００において、画像データ記録処理中にユーザが記録キャンセルスイッ
チ１１７を１回押下する度に、システムコントローラ１１１の制御により記録／再生デー
タ処理回路１０３において、既にディスク１１３に記録されている記録済コンテンツの内
、直前の記録サイクルにおいて記録された画像データのみを消去するコンテンツ消去処理
が実行される。このコンテンツ消去処理は、上述のｔｓ（１－１／ｎ）ｓｅｃある記録待
機時間を利用して実行される。このため、コンテンツ消去処理を実行されても画像データ
記録処理は実行される。
【００５５】
　以下、本実施の形態におけるコンテンツ消去処理について具体的に説明する。
【００５６】
　図５に示すように、例えば、画像データＤをバッファ１１５に蓄積中に記録キャンセル
スイッチ１１７が１回押下された場合には、画像データＤのバッファ１１５への蓄積を中
断し、記録キャンセルスイッチ１１７が押下された記録キャンセル指示時以降の入力画像
データに対して上述の画像データ記録処理を継続する。そして、記録キャンセル指示時以
降の入力画像データの内、最初の所定容量の画像データＤ´に対する記録サイクルにおけ
る記録待機時間である第１記録待機時間中に、記録キャンセル指示時前で直近の１回の記
録サイクルである第１直近記録サイクルにおいてディスク１１３に記録された画像データ
である第１直近記録画像データ、即ち画像データＣをディスク１１３から消去し、第１記
録待機時間経過後にはバッファ１１４に蓄積された画像データＤ´をディスク１１３に記
録し、以降通常の画像データ記録処理を実行する。
【００５７】
　また、図５に示すように、例えば、画像データＤをバッファ１１５に蓄積中に記録キャ
ンセルスイッチ１１７が２回押下された場合には、まず、上述のように１回目の記録キャ
ンセルスイッチ１１７の押下による記録キャンセル指示に対応して、第１記録待機時間中
に第１直近画像記録データ（画像データＣ）をディスク１１３から消去し、第１記録待機
時間経過後にはバッファ１１４に蓄積された画像データＤ´をディスク１１３に記録する
。
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【００５８】
　そして、入力画像データの内画像データＤ´に続く所定容量の画像データＥに対する記
録サイクルにおける記録待機時間である第２記録待機時間中に、同様に、記録キャンセル
指示時前であり第１直近記録サイクル前の直近の記録サイクルである第２直近記録サイク
ルにおいてディスク１１３に記録された画像データである第２直近記録画像データ、即ち
画像データＢをディスク１１３から消去し、第２記録待機時間経過後にはバッファ１１４
に蓄積された画像データＥをディスク１１３に記録し、以降通常の画像データ記録処理を
実行する。
【００５９】
　上述のように、本コンテンツ消去処理においては、記録キャンセルスイッチ１１７の押
下回数に応じて、第１記録待機時間，第２記録待機時間，・・・・等の各記録待機時間に
おいて、順次第１直近記録画像データ，第２記録画像データ，・・・等の各記録画像デー
タを夫々消去する。
【００６０】
　また、本コンテンツ消去処理においては、記録キャンセルスイッチ１１７が押下された
記録サイクルにおける記録待機時間中に、記録キャンセルスイッチ１１７の押下回数に応
じた数の直近記録画像データを消去するようにしてもよい。具体的には、図５に示すよう
に、記録キャンセル指示直後の１回目の記録サイクルにおいて、記録キャンセルスイッチ
１１７が２回押下された場合には、第１記録待機時間中に第１及び第２直近記録画像デー
タをディスク１１３から消去するようにしてもよい。
【００６１】
　以下、ビデオカメラ１００において実行されるコンテンツ消去処理について説明する。
【００６２】
　図６は、システムコントローラ１１１で実行されるキー割り込み処理のフローチャート
であり、図７は、システムコントローラ１１１で実行される記録待機処理のフローチャー
トである。このキー割り込み処理及び記録待機処理は、コンテンツ消去処理を構成する。
【００６３】
　キー割り込み処理では、図６に示すように、まず、記録キャンセルスイッチ１１７が押
下されたか否かを判別し（ステップＳ２１）、記録キャンセルスイッチ１１７が押下され
ていない場合は本処理を終了する。一方、記録キャンセルスイッチ１１７が押下されてい
る場合は、記録キャンセルスイッチ１１７の押下回数をカウントするシステムコントロー
ラ１１１が備える図示しない記録キャンセルカウンタのカウント値を１インクリメントし
（ステップＳ２２）、本処理を終了する。
【００６４】
　一方、記録待機処理では、１回の記録サイクル毎に実行され、図７に示すように、まず
、記録キャンセルカウンタのカウント値が０であるか否かを判別し（ステップＳ３１）、
カウント値が０である場合は本処理を終了する。一方、カウント値が０でない場合は、消
去処理ルーチンをコールして消去処理を実行し（ステップＳ３２）、記録キャンセルカウ
ンタのカウント値を１デクリメントして（ステップＳ３３）、本処理を終了する。
【００６５】
　上記ステップＳ３２における消去処理において、現在実行中の記録サイクルの記録待機
時間中に、ディスク１１３に記録されている画像データの内から、１回目の記録キャンセ
ルスイッチ１１７の押下による１回目の記録キャンセル指示時より前且つ直近の記録サイ
クルにおいて記録された画像データを消去する。上述の１回目の記録キャンセルスイッチ
１１７の押下時とは、例えば、ステップＳ３１においてカウント値が０であると判別され
た後に初めてカウント値が０でないと判別された時である。
【００６６】
　また、１回目の記録キャンセル指示に対応してステップＳ３２の消去処理を行う場合は
、実行中の画像データ記録処理を中止し、キャンセル指示時以降の画像データ記録処理の
開始を指示する。
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【００６７】
　上述のように本コンテンツ消去処理により、画像データ記録処理中に記録キャンセルス
イッチ１１７が押下されて記録キャンセル指示がなされると（ステップＳ２１）、記録サ
イクル毎に消去処理がなされて、記録待機時間中にディスク１１３に記録されている画像
データの内から、１回目の記録キャンセル指示時より前且つ直近の記録サイクルにおいて
記録された画像データが消去される（ステップＳ３２）。一方、記録キャンセル指示時以
降の入力画像データに対して画像データ記録処理がなされる。
【００６８】
　従って、ディスク１１３には、この画像データ記録処理開始時から１回目の記録キャン
セル指示時までにディスク１１３に記録された画像データの内、１回目の記録キャンセル
指示時より前且つ直近記録サイクルであって、記録キャンセルスイッチ１１７が押下され
た回数と同一の回数分の記録サイクルにおいて記録された画像データが消去され、続いて
１回目の記録キャンセル指示時以降の入力画像データが記録されることになる。
【００６９】
　上述のように、本実施の形態に係るビデオカメラ１００によれば、画像データ記録処理
中に記録キャンセルスイッチ１１７が押下されてキャンセル指示がなされるとコンテンツ
消去処理が実行され、１回目のキャンセル指示時直後の記録サイクル毎に、記録待機時間
中において、ディスク１１３の記録画像データから１回目の記録キャンセル指示時より前
且つ直近の記録サイクルにおいて記録された画像データが消去されると共に、１回目のキ
ャンセル指示時以降の入力画像データが続いてディスク１１３に記録されるので、ユーザ
は記録キャンセルスイッチ１１７を押下することにより、画像データ記録処理を継続しつ
つ、押下回数に応じてその直前までにディスク１１３に記録された画像データの内の所定
容量の画像データを消去することができる。
【００７０】
　従って、撮影中にディスク１１３の記録容量が少なくなった場合でも、ユーザは、記録
キャンセルスイッチ１１７の押下回数を調整することによりその直前までにディスク１１
３に記録された画像データの内の所望の容量の画像データを消去することにより、ディス
ク１１３を交換することなく記録容量を確保することができる。これにより、ユーザは撮
影チャンスを逃すことなく撮影を継続することができ、もって快適な撮影を行うことがで
きる。
【００７１】
　本発明は、上述の各実施の形態に係る画像形成装置としてのビデオカメラ１００に限定
されるものではなく、他の画像形成装置であてもよい。また、画像形成装置の構造も上述
のビデオカメラ１００の構造に限定されるものではない。
【００７２】
　また、本発明の目的は、上記各実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した記憶媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置の
コンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読
み出して実行することによっても達成される。
【００７３】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成する
ことになる。
【００７４】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピー（登
録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－
ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。または、プログラムコードをネ
ットワークを介してダウンロードしてもよい。
【００７５】
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　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上記各実施
の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部又は全部
を行い、その処理によって前述した各実施の形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００７６】
　更に、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した各実施の
形態の機能が実現される場合も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像記録再生装置の概略構成を示すブロック図
である。
【図２】図１の画像記録再生装置において実行されるディスクへ画像データを記録する処
理及び記録した画像データを消去する処理の概略を示すタイムチャートである。
【図３】図１の画像記録再生装置におけるシステムコントローラで実行されるキー割り込
み処理のフローチャートである。
【図４】図１の画像記録再生装置におけるシステムコントローラで実行される記録待機処
理のフローチャートである。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る画像記録再生装置において実行されるディスク
へ画像データを記録する処理及び記録した画像データを消去する処理の概略を示すタイム
チャートである。
【図６】図５における画像記録再生装置のシステムコントローラで実行されるキー割り込
み処理のフローチャートである。
【図７】図５における画像記録再生装置のシステムコントローラで実行される記録待機処
理のフローチャートである。
【符号の説明】
【００７８】
１００　カメラ一体型ＤＶＤビデオカメラ
１０１　撮像部
１０２　画像信号処理回路
１０３　記録／再生データ処理回路
１０４　文字信号発生回路
１０５　パネル映像フレームメモリ
１０６　液晶パネル
１０７　ラインアウト映像フレームメモリ
１０８　ビデオ出力端子
１０９　画像データメモリ
１１０　ディスクデータバッファメモリ
１１１　システムコントローラ
１１２　操作スイッチ部
１１３　ＤＶＤディスク
１１４，１１５　バッファ
１１６　START/STOPスイッチ
１１７　記録キャンセルスイッチ
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